
令和７年度 地域連携推進会議（グループホーム見学）報告書 

 

 

共同生活事業所「あじさい」 

 

１． 日 時：令和８年３月１４日（土）１０：００～１２：００ 

   

２． 見学場所：キャンパスハイツ、コーポすずらん、あすなろ、コーポひまわり 

 

３． 構成員 ：入居者代表  S 氏 

地域の関係者 N 氏（槌子町会民生委員） 

          事業所職員  H（管理者） 

S（生活支援員）           計 ４名 

          ※今回は構成員の都合が合わず２名の参加だった。 

 

４． 各住居の見学に際する説明 

     ・各住居の場所、住居ごとの男女構成の説明。 

     ・予め了承を得ている利用者の部屋内部の見学。 

     ・共有設備の見学。 

     ・緊急装置の説明。 

     ・利用者との関わり。 

 

５． 移動中の車中及び見学後の感想 

     ■キャンパスハイツ＝了承を頂いている一室に入室させていただき利用者 Y 氏 

（男女６人定員） に質問等をする。 

       

○質民生委員 N氏→酸素在宅療法について、酸素をやりながら一人で日常生活 

を送るのは大変でないのか、食事や買い物はどのようにし 

ているのか。 

      ○答入居者 Y 氏→外出するときはバック式のものに持ち替えている。食事はご 

飯は炊いていて、簡単な調理はするが、だいたいはレンジでチ 

ン。買い物も自分でやったり、重いものの時は宅配にしている。 

今は便利なものがあるので・・・(笑)。 

      ○質民生委員 N氏→部屋にいる時（夜間帯も含め）具合が悪くなったらどうし 

ているのか。 

      ○答入居者 Y 氏→あじさいの職員に連絡を入れて病院に連れて行ってもらうこ 

とになると思うが現在のところそうなったことはないです。 



             など、他にも仕事にいていることや、中濱氏ご自身の話しも入

り混ぜながら会話が進み、このように一人で生活できている

こと自体が立派だと感心していた。 

 

     ■コーポすずらん＝予め了承を頂いている一室に入室させていただき利用者 N           

（男女７人定員） 氏に質問等をする。 

       

○質民生委員 N氏→テレビが２台あるが何のための物ですか。 

      ○答入居者 N 氏→大きな方がゲーム用で、小さい方が見るテレビ用です。 

      ○質民生委員 N氏→ヘッドホーンを使うと、周りの音が聞こえないのでは。 

      ○答入居者 N 氏→はい、聞こえないです。 

             ほか、普段は仕事に行っていることや毎日ウォーキングを日

課にしていることを話していた。入居時よりも痩せたことに

話が及ぶと笑っていた。 

 

     ■あすなろ ＝ 予め了承を頂いている一室に入室させていただき利用者 T 氏 

（男性４人定員）に質問等をする。 

       

○質民生委員 N氏→食事はどうしているのか。 

      ○答入居者 T 氏→自分で作ったりお弁当を買っている。 

      ○質民生委員 N氏→出掛けたりしているのか。 

      ○答入居者 T 氏→日中活動に行っている。 

             ほか、部屋の広さなどの話しをしていた。 

 

     ■コーポひまわり＝予め了承を頂いている一室に入室させていただき利用者 S

（男女２０人定員）氏に質問等をする。 

      

 ○質民生委員 N 氏→この日のために掃除したのですか。   

      ○答入居者 S 氏→はい、少しだけ、物もないし(笑)。 

      ○質民生委員 N氏→自炊などをしているのか。 

      ○答入居者 S 氏→簡単なものは作るけど・・・(笑)。 

      ○質民生委員 N氏→仕事をしながら部屋の掃除とかをやるって大変なことだと

思うし、そういう中で一人でこうやって生活できているこ

とがすごいことだと思う、立派だと。 

      ○答入居者 S 氏→朝は苦手、寝坊してしまってたまに失敗してしまう(笑)。 

             ほか、構成員 N氏ご自身の話も入り混ぜながら会話が進み、地 

域で一人で生活していることに感心していた。 

 

 

 

 



６． 見学を終えて 

   ・構成員 N氏からは、キャンパスハイツの Y氏のことが強く印象に残ったよう 

で改めて感心していた。また各住居が利便性が良いところにあると思ったと 

話される。ただ心配なのは、コーポすずらんはすぐ脇に堰があるという事。大 

雨などの時はとても危険だと感じたと。そしてあすなろでは、その前に見学し 

た部屋よりもちょっと狭く感じたと話される。ほかには住居に住むための収 

入の条件があるのかどうかと最後に質問される。特にないが体験入居の段階 

で概算で予算立てをし、ご本人、ご家族と検討しできる限りはご本人の意向に 

添えたいと思い進めていると伝える。 

   ・移動中の車内でも質疑応答の場面があり、各住居の特徴、防犯対策、職員の訪 

問、緊急時の対応などの説明をしている。 

     ・ご自分やご自分の家族に置き換えて考えたりし、地域で生活している利用者を

受け入れ、理解を示してくれている印象を受けた。 

     ・令和７年度は、地域連携推進会議の開催義務化初年度であったため、試行錯誤

しながらの開催だったため、会議及び見学について手探り状態だったことも

あり、来年度は今年度の改善点を見直し、来年度に活かしたいと思います。 

 

      改めて来年度の依頼にも了承を頂き終了する。 

      

以上 


